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JCKBSE会議シリーズについて

• 知識工学，ソフトウェア工学の研究交流

• 1994年から1年おきに開催

• 2000年で４回目

• 参加メンバ: ロシア, 中欧，東欧，日本

• 回を増す毎に参加国は増加
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JCKBSE2000開催地

ココ
Brno市
•ウイーンから140キロ弱
•プラハから190キロ弱
くらい
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会場

Hotel Santon: Brno市の郊外にある．
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採択率

フルペーパー
26件

ショートペーパー
23件

19件
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会議録

IOS Pressから出版される．330ページ．
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セッション

• ソフトウェアアーキテクチャ・知識工学応用

• 知識モデリングと推論

• プログラム理解，再利用，知識探索
• SEのための知識工学方法論・ツール

• ビジネスプロセスのための知識管理
• 知的UI

• 学習と教育
およそ70名弱が参加
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招待講演

• Masanobu Umeda and Isao Nagasawa

Project Structure and Development
Methodology Toward The IT Revolution

     -Lesson from Practice-

• 実務への情報技術の適用成功事例

• 具体的には病院情報システムの構築
• OO技術，コンポーネント技術...
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一般講演
• P. Champagnoux他

Co-operative Abstract Data Types:

 A Stack Example
• Epistemic論理と時相論理を利用して，分
散オブジェクトの協調動作を仕様化する方
式の提案

• Epistemic論理と時相論理を使う意義につ
いて議論された．
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一般講演

• Maria Smolarova 他

DPFinder: A Tool for Automatic
Recognition of Design Patterns

• デザインパターンをソースから探索するツー
ル

• 幾つかのヒューリスティックルールによる
認識率の向上．
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開催地での反応

現地新聞「Moravske noviny」に紹介される．

見だしの意味「計算機科学は商店主や医師の活動
にまで影響をおよぼす．」…. らしいです．
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スタッフ・協賛

• 運営委員: 上野先生，永田先生 他．

• プログラム委員長: T. Hruska先生，橋本
先生．

• プログラム委員: 19カ国，43人．

• 協賛: Czech Society for CS, 信学 知能ソフ
トウェア工学研究会 他．
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JCKBSE2002について

• 2002年9月中旬．

• スロベニアにて開催予定
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おわりに

• 本報告をまとめるにあたり多数の方にご協
力していただきありがとうございます．

以上


